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昨
年
１
月
に
国
内
で
初

め
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
業
者
が
見
つ
か
っ

て
か
ら
１
年
十
が
経
過
し

ま
し
た
し
感
染
の
波
は
、

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
中
で
は
２
億
人
が

感
染
し
、
死
者
は
４
０
０

万
人
を
超
え
ま
し
た
。
我

が
国
で
は
人
口
の
１
パ
ー

症
者
を
収
容
す
る
施
設
の

整
備
は

Ｔ
同
に
進
ん
で
い

ま
せ
ん
〓感
染
の
波
に
装
わ

れ
る
た
び
に
病
床

の
不
足

と

い
う
事
態
を
繰
―，
返
し

選
手
、
関
係
者
の
検
査
数

の
違
い
に
ｔ
い
た
の
は
私

ひ
と
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
，

薬
も
な
い
、
ワ
ク
チ
ン

も
な
い
、
収
容
し
て
貰
え

体
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

恒
例
の
徳
島

県
人
会
近
畿
連

合
会
の
総
〈
´
と

県
人
の
集
い
を

は
じ
め
、
ふ
る

さ
と
会
、
高
校
Ｏ
Ｂ
会
な

ど
、
人
の
集
ま
る
事
業
は

中
止
ま
た
は
延
期
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
進
め
ば

第
１
波
か
ら
始
ま
り
今
は

第
５
波
に
見
舞
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
も
段
々
と
山

が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
現
在
は
専
門
家
か
ら

制
御
不
能
の
感
染
爆
発
と

■i
人  会
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行

県

連

し

島

畿

徳

近

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ニ
年
目
の
夏
」

木
　
岡
　
　
　
清

セ

ン
ト

に
当

た

る

１

２

０

万

人

が

感

染

し

、

１

５
，

０
０
０
人
が
亡
く
な
り
ま

し
た
，
こ
の
間
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
少
し
ず
つ
進
ん

で
き
ま
し
た
が
、
感
染
軽 徳

島
県
人
会
近
畿
連
合
会
　
会
長

て
い
ま
す
．
隔
離
で
き
る

施
設
が
な
い
も
の
だ
か
ら
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
奇
も
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
ｔ東
京
オ
リ
ン

ピ

ン
ク
開
催
期
間
中
の
東

京
都
民
と
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

る
病
床
も

一
杯
と

い
う
長

い
期
間
、
私
た
ち
は
感
染

す
れ
ば
死
と
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う

恐
怖

の
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
先
は

一
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日
常
が
戻
っ
て
く
る
や
に

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
早

や
３
回
目
の
接
種
が
必
要

と
も
囁
か
れ
て
い
ま
す
。

来
年
こ
そ
は
感
染
が
収
束

し
、
お
互
い
に
顔
を
合
わ

機
関
誌

一近
畿
と
く
し

ま
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

木
岡
会
長
を
は
じ
め
、

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
、
積
極
的

な
県
人
会
活
動
を
展
開
さ

れ
る
と
と
も
に
、
三
好
長

慶
を
主
人
公
と
し
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
に
向

け
て
ご
尽
力
い
た
だ
く
な

ど
、
ふ
る
さ
と
徳
島
の
発

展
に
温
か
い
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
つ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
深
く
故
意
と
感

謝
の
意
を
ま
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
．

さ
て
、
新
型

コ
ロ
十
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
未
だ
終

息
せ
ず
、
感
染
拡
大
の
波

を
繰
―，
返
す
中
、
感
染
症

の
脅
成
に
も
強
く
し
な
や

か
に
対
応
し
持
続
的
に
成

長
で
き
る

「新
次
元
の
分

散
型
国
土
」
の
創
出
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
が

会
長
を
務
め
た
２
年
間
、

全
国
知
事
会
と
し
て
も
、

「中
央
省
庁
の
地
方
移
転
」、

「大
企
業
の
地
方
分
散
」
、

「地
方
大
学
の
魅
力
向
上
・

定
員
増
」
な
ど
大
胆
な
国

家
構
造
の
転
換
を
、
機
会

あ
る
た
び
国
に
提
言
し
て

参
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
本
県
で

は
、
こ
れ
ま
で
↓
消
費
者

庁

の
徳
島
移
転
」
は
じ
め
、

１７
市
町
村

・
７９
社

（Ｒ
３
・

７

・
３１
時
点
）
と
な

っ
た

本
県
発
祥
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
誘
致
や
、
テ
レ

ワ
ー
ク
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ

ン
の
推
進
な
ど
、
「新
次
元

の
分
散
型
国
土
」
の
具
現

化
に
向
け
て
全
国
を
リ
ー

ド
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
‥

ま
た
、
全
国
７
箇
所

（Ｈ

３０
採
択
時
点
）
の
１
つ
に

選
定
さ
れ
た
地
方
大
学

・

地
域
産
業
創
生
交
付
金
事

業
に
お
い
て
も
、
「新
し
い

光
の
創
出
と
応
用
」
を
テ

ー
マ
に
、
次
世
代
光

一深

紫
外
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
、
赤

外
線

コ
ム
）
に
よ
る
世
界

初
を
目
指
し
た
先
端
的
研

究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「新
次
元
の
分
散
型
国
土
」
の

創
出
に
向
け
て

徳
島
県
知
事

飯

　

泉

　

嘉

　

門

せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
ｍ
う
ば
か
‐り
で
す
●

さ
て
、
は
や

い
て
ば
か

―，

い
て
も
時

間

は
過

ぎ

去

っ
て
い
き
ま
す
．
来
年

２
０
２
２
年
は
ふ
る
さ
と

の
英
雄
、
三
好
長
慶
と
今

日
本
聖
と
あ
が
め
ら
れ
て

い
る
千
利
体

の
生
誕
５
０

０
年
に
当
た
り
ま
す
．
こ

れ
ま
で
利
体
は
織
田
信
長

や
豊
臣
秀
吉
と
の
関
係
が

大
河
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前

の
三
好
氏
と
の
関
わ
り
が

忘
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
利

体

の
先
妻
は
長
度

の
異
母

妹
で
は
な

い
か
と
の
説
も

あ
り
、
三
浦
綾
子
の
小
説

「
千
利
体
と
そ
の
妻
た
ち
」

で
は
そ
の
よ
う
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
後
妻
は
長
慶

の
弟
で
阿
波
三
好
家

の
当

主
、
三
好
実
体

の
近
習
の

妻
と
何
か
し
ら
深

い
関
係

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

去
る
８
月
４
日
に
公
表

さ
れ
た
人
‐ＩＩ
動
態
調
査
に

よ
れ
ば
、
人
都
市
部
へ
の

人
口
集
中
に
伴
う
リ
ス
ク

回
避
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
進

展
に
よ
り
、
東
京

へ
の
人

口
流
入
が
鈍
化
す
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
価
値
観

の
変
容
が
人
口
移
動
に
現

れ
て
き
ま
し
た
、
こ
の
地

方
回
帰
の
流
れ
を

一
過
性

の
も
の
と
し
な
い
よ
う
、

今
後
と
も
、
「地
方
創
生
」

の
取
組
ム
を
加
速
さ
せ
る

と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
農

林
水
産
業
や
逮
隔
医
療
年

「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
展
開
や
中
四
国

初

「自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
由

来
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

三
好
氏
と
利
体
の
関
係
ひ

レ
一
つ
レ
一
つ
て
，ヽ
十
へ河
卜̈い
ラ

マ
の

一
場
面
を
形
成
す
る

に
ふ
さ
わ
し

い
ス
ト
ー
リ

ー
が
描
け
る
の
で
は
な

い

か
と
思

い
ま
す
〓

近
年
、
信
長
登
場
前

の

時
代
に
焦
点
が
当
た

っ
て

き
て
い
ま
す
，
昨
年
の
大

河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」

で
は
、
そ
こ
に
少
し
光
が

当
た
―，
ま
し
た
．も
っ
と
も
、

明
智
光
秀

の
登
場
す
る
場

面
は
ま

っ
た
く
の
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
り
ま
し
た
が
．

ま
さ
に
そ
の
時
代
の
主
人

公
で
あ
る
三
好
長
慶
を
大

河
ド
ラ
マ
に
。
来
年
は
多

く
の
地
域
や
団
体
で
記
念

事
業
が
取
り
組
ま
れ
ま
す
．

一
層
の
運
動

の
盛
り
上
げ

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
，

結
び
に
、
皆
さ
ま
が

コ

ロ
ナ
の
魔

の
手
か
ら
逃
れ

ま
す
よ
う
に
祈
り

つ
つ
、

ご
あ
い́
さ
つ
と
い
た
し

上
，
こ

の
設
置
な
ど
、
本
県
が
全

国
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
「
デ

ジ
タ
ル
社
会
」
、
「
グ
リ
ー

ン
社
会
」
実
装

へ
の
取
組

み
の
成
果
に
更
に
磨
き
を

か
け
、
「
新
型

コ
ロ
す

・
人

口
減
少

■
災
害
列
島

一
の

３
つ
の
国
難
打
破
に
向
け

て
全
力
を
傾
注
し
て
参
―，

ま
す

の
で
、
皆
様
に
は
、

な
お

一
層
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
徳
島
県
人
会

近
畿
連
合
会

の
さ
ら
な
る

ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
、
お
祝

い
の
言
葉

と

い
た
し
ま
す

．

人会遼 お祈 14+し `^ ′
゛

る (順不同)
ヽ ソ

C

水
を
護
り
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

有
限
会
社
　
　
環
境
創
成

株
式
会
社

モ

リ

ウ

ヱ

三
好
長
慶
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
推
進
協
議
会
（関
西
）

大
河
ド
ラ
マ
ス
ト
ー
リ
ー
募
集

一日
放
映
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
二
万
字
程
度
。

締
　
切
　
令
和
四
年
七
月
末
＾
優
秀
作
品
は
出
版
ｔ

問
合
せ
　
徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
‐
６
２
５
１
‐
０
６
６
６

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会
副
会
長

〒
評
幌
　
大
阪
市
中
央
区
高
津
三
―
〓
―
二
七

電
話

（〇
六
）
六
六
四
四
―

一
二
三
三
修

代
表
取
締
役
　
木
林
　
　
　
ト
エ大

阪
支
店

舛
嗜
喩
醐

田

中

義

人

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会
常
任
理
事

劃
徳
島
大
正
銀
行

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町

一
丁
目
六
番

二
六
号

徳
島
大
正
銀
行
船
場
ビ
ル

Ｔ

Ｅ
Ｌ

（〇
六
）

六

二
六
八
―
上

０

一
〇

、。館
う
目減曇行

大阪支店

徳島県人会近畿連合会常任理事

大阪市中央区久太郎町 3-1-7

西大阪支店
大阪市西区本田 1-7-7

堺支店

堺市堺区出島海岸通 2T10-11

北大阪支店
吹田市江坂町 1-23-26

東大阪支店

東大阪市長田東 4-1-18

南大阪支店
入阪市阿倍野区阪南町 1-28-1

神戸支店

神戸市中央区小野柄通 6-1¬ 5

尼崎支店
尼崎市昭和通 2-12-10

姫路支店

姫路市豊沢町 140

豊3・讐,。壊山下 真弘

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会
副
会
長

二

共

海

理

株

式

会

社

代
表
取
締
役
社
長
　

山

　

本

　

一　

　

人

〒
蛹
醜

大

阪
市
大

正
区
鶴

町

一
―

一
八

―

一
九

電
話

　

（
〇

六

）

六

五

五

一
―

七

七

二

〇
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年新春互礼会

春を祝ら
徳
島
県
人
会
近
畿
連
合

会
の
新
春
互
社
会
が
３
月

２０
日

一土
一
午
前
■
時
か

ら
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
で

近
隣
会
員
”
名
の
参
加
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
〓
コ

ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
環
境
下

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ホ

テ
ル
側
の
協
力
を
頂
き
感

染
対
策

（検
温
、
フ
ェ
イ

ス
マ
ス
ク
使
用
、
席
人
数

規
制
等
ご
を
徹
氏
し
て
取

―，
組
み
ま
し
た
〓
山
本
良

博
監
事
の
司
会
で
木
岡
清

連
合
会
会
長

・
全
国
徳
島

県
連
合
会
会
長
が
法
被
姿

で
年
頭
の
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
．
コ
ロ
ナ
化
で
近
畿

連
合
会
は
も
と
よ
「
ふ
る

さ
と
会
、
高
校
Ｏ
Ｂ
会
な木岡会長

全
国
徳
島
県
人
会
連
合

会
総
会
が
８
月
１０
日
オ
ン

ラ
イ
ン
（
ｗ
ｅ
ｂ
）
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
「．
３
時
１５

分
か
ら
徳
島
県

・
政
策
創

造
部

・
大
学
　
産
業
創
生

統
括
監
兼
副
部
長
の
加
藤

様
の
司
会
で
開
会
し
挨
拶

に
立

っ
た
全
国
徳
島
県
人

会
全
国
連
〈
及
ム

木
同

清

会
長
は

「
コ
ロ
十
禍
の
な

か
多
く
の
各
県
人
会
の
み

な
さ
ん
の
参
加
へ
の
お
礼

と
会
運
営
の
協
力
」
を
述

べ
ま
し
た
，
来
賞
挨
拶
は

徳
島
県
議
会
議
長
の
岩
九

止
史
様
か
ら

「徳
島
県
に

日
ご
ろ
か
ら
の
ご
協
力
の

お
礼
」
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
祝
電
披
露
の
後
、
本

岡
会
長
が
議
長
と
な
り
４

号
議
案
ま
で
の
審
議
を
行

い
終
了
し
ま
し
た
。
休
息

を
挟
ん
で
１６
時
か
ら
各
市

町
村

・
各
団
体

・
企
業
の

代
表
者
様
の
参
加
を
経
て
、

意
見
交
換
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
こ
初
め
に
徳
島

県
飯
泉
嘉
門
知
事
よ
り
一Ｗ

会
場
風
景

ど
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
、
２
月
に

「近

畿
と
く
し
ま
歴
史
講
座
」

を
飯
盛
山
の
ふ
も
と
の
会

場
か
ら

ｗ
ｅ
ｂ
配
信
に
て

講
演
会
、
座
談
会
や
ふ
る

さ
と
徳
島
の
各
市
町
村
の

ビ
デ
オ
紹
介
を
し
、
来
年

２
０
２
２
年
は
三
好
長
慶

生
誕
５
０
０
年
に
当
た
る

こ
と
か
ら
記
念
事
業

へ
の

協
力
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。

木
岡
会
長

Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
」
か
ら
一
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
へ
と
題

し
た
講
演
会
が
あ
り
、
「
コ

ロ
ナ
後
の
県
人
会
活
動
に

つ
い
て
」
各
代
表
よ
り
活

発
な
活
動
報
告
が
あ
り
、

１７
時
間
会
と
な
り
ま
し
た
し

会場風景

元木道夫氏

会場風景

そ
の
後
来
賓
紹
介
が
あ

り
、
阿
波
銀
行
大
阪
支
店

山
下
支
店
長
様
よ
り
新
事

業
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
当
会
の
会
員
で
あ

る
大
成
建
設
株
式
会
社
副

社
長
執
行
役
昌
Ｔ

西
日
本

営
業
本
部
長
の
金
井
隆
夫

様

（徳
島
市
出
身
）
の
乾

杯
の
音
頭
で
食
事
に
移
り

ま
し
た
．
余
興
で
は
、
当

会
理
事

・
中
ハ
ン
ワ
代
表

取
締
役
の
元
本
道
夫
様
（三

好

市

脆

山

出

身
一
が
Ｃ
Ｄ
発

売

の
「
吉
野
川
・

穴
吹
川

・
優
し

さ
を
あ
リ
カ
と

う
」
の
演
歌
披
　
一

露
が
あ
り
会
場
　
一

が
盛
り
上
が
り

ま
し
た
，
和
や

か
な
懇
談
で
賑

わ
い
、
当
会
理
事
で
歴
史

委
員
長
の
鈴
木
忠
彰
さ
ん

の
国
の
声
で
盛
り
上
が
り
、

最
後
を
副
会
長
の
糸
田
川

度
志
様
の
挨
抄
で
開
会
と

〈徳
島
県
人
会
近
畿
連
△呆
τ〉

役

員

名

簿

令
和
３
年
度

柳
澤
　
　
尚

阿
部
　
清

一

近
藤
誠

一
郎

廣
田
　
秀
夫

鎌
田
　
俊
文

井
口
　
昭
則

佐
藤
　
広
司

下
　
　
祥
造

元
木
　
道
夫

河
野
　
利

一

小
川
　
嘉
誉

五
島
　
光
倍

近
藤
　
　
力

櫛
木
　
好
明

高
岡
　
智
也

平
田
彰
二
郎

］序
　
　
　
堂思
払相

森
上
　
　
修

数
藤
　
政
則

山
本
　
良
博

中
野
　
義
英

寺
内
　
義
幸

長
江
　
祥
子

吉
井

　

宏

墨
山
　
　
巌

糸
林
　
且
仁

歌
　
　
一
洋

渡
邊
　
忠
之

鈴
木
　
宣
康

永
井
　
　
齊

七
條
　
和
子

山
高
　
可
継

平
松
　
剛
治

富
永

　

博

田
邊
　
光
江

島
崎
　
盛
介

勢
喜
　
清
則

岩
本
利
志
美

鈴
木
　
忠
彰

西
　
　
幸
男

松
家
　
和
由

森
本
　
秀
明

池
北

　

賞

中
畠
　
正

一

一
坂
　
正
和

会
　
長

副
会
長

木
岡

　

清

糸
田
川
廣
志

後
藤
田
公

一

近
藤
　
貞
治

山
本
　
一
人

岩
湧
壽
二
郎

常
任
理
事

郷 矢 大 森 山 立 正 坂 田 元 網 井
司 野 西 上 下 石 本 田 中 木 本 上

英 兵 史 幸 真 秀 孝 寛 義  浩
治 治 朗 弘 弘 久 一 行 人 昌 幸 章

相
談
役

顧
　
問

監
　
事

理
　
事

令聡 3■・■
‐‐

檬轟察メ■'「当職倉会新春互礼

糸田川副会長

な

り

ま

し

た

，

守

▲
農
畿
，

ふるさと薇島と穂玲県人会童畿連合会の発展をお新りします(順不同)
い
な
が
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
集
検
部

旭
レ
ン
ト
ゲ
ン
協
会

代
表

井
　
上

建F
″tユヽ

〒
五
五
七
１
０
０
四
五
　
大
阪
市
西
成
区
玉
出
西
二
丁
目
一番
五
号
四
Ｆ

電
話
　
〇
六
―
六
六
六
下
八
八
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
六
―
六
六
五
Ｔ
五
三
六
〓
一　
‐

甲
く

】ヽ一
，
∽３
一ｘ
”く
ｏ
∽Ｌ
ヨ

∽̈①
・Ｎ“
£
も

田
舎
ぐ
ら
し
し
ま
せ
ん
か

お
手
伝
い
し
ま
す
１

さ
　
と

近

藤

貞

ふ
　
る

連

絡

先

　

一Ｔ
「
‐
ｍ
　

徳

島

県

二
●

市

二
野

町
加

茂

野
官

一
六

三

五

の

一

電
話
一●
八
人
〓
〓
ｔ
六

上
二
ヽ
■
■

Ｆ
Ａ
ヽ
一●
へ
八
〓
一
十
六
‐
二
三

〓
二

【定
住
相
談
専

用
ダ

イ
ヤ

ル
】
●
■

一
〓
イ

ヽ
し‐
‐
一
●
九

凹

【
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】
〓
ε
〓
●
´
イ
き

〓
‘

０^
（
〓
●
晨
え
こ
〓

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法
　
人

治力言

近
藤
化
学
工
業
株
式
会
社

代
表

取
締

役

会

長

　

て
理

　

一膝

　

　

　

，刀

本
　
　
社
　
一Ｔ
洲
‐配
　
東
大
阪
市
玉
＝
町
東

二
丁
目

二
番
四
号

―
　
電

話

（●
七

二
）
九

六

五
（
二

●

一
山

徳
島
工
場
　
一Ｔ
調

瑯
　
阿
波
市
土
成
ｉｔｌｌ
上
成
宇
北
原
八
十
呑
十
五

ｌ
　
電

話

（●
八

八
）
六
九

五
‐四
七

四
Ｌ

卿 R A′ ■■   ■ヽ′ヽ′

歯科技工なら、

総合歯科技エセンター

当社におまかせ下さい

株式会社リックグループ

●本社

北区西天満3-1-6

長野西天満ビル 1「

口Link北 大阪
大阪市東淀川区上新′L3

東京都港区西新橋3-24-9

徳
島
県
人
会
近
畿
逹
合
会
常
任
理
事

四
国
液
送
閉
大
阪
支
社

〒
趾
爾
　
大
阪
市
北
区
中
之
島
三
―
三
■

一■

中
Ｚ
島
ダ
イ
ビ
ル
七
階

電
話
　
　
（〇
六
）
六
四
四

丁
上
二

九

七

九

え
社
長
　
一几

木

　

　

ロロ

徳
島
県
人
会
近
幾
ミ
合
会
常
任
理
事

徳
島
新
聞
社
大
阪
支
社

ぇ
社
長
　
　
工ヽ
　
石
　
夫
ん
　
久

〒
前
咄
　
大
阪
市
北
区
堂
島
一―
五
―
十
七

堂
島
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
四
階

電
話
　
　
・０
声

一　
〓
三
四
五
　
０
　
〓
二

　
一ハ

『第17回霊国徳島県人会

全国連合争 通常総会」
‐ .オンフイン(‐W9')1子 |百‐甲1肇‐

辞
“職

絋
鶴 餞票

⊃
典
Ｎ

】
菫 "よ

り良い歯科医療の

"      

実現を目指して
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近
畿
ヒ
‘
し
春
歴
典
〓
辿
る
事
業

「三
好
氏
の
歴
史
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
ヘ
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
「三
好
長
慶

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
推
進
協
議
会

（関
西
）」
を
中
心
に
連
携
を
取
り
な
が
ら

ふ
る
さ
と
の
歴
史
（三
好
長
慶
の
顕
彰
）を
辿
る
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

「三
野
フ
オ
ー
ラ
ム
』

〃お
ど
る
と
く
し
ま
″
ｉｎ
お
お
さ
か
飯
盛

近畿とくしま歴史講座

徳
島
県
人
会
近

“哉
■
一ム
ロ本至
上
継
に
の

「
三
好
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
″お
ど
る
と
く

し
ま
イ
ｍ
お
お
さ
か

飯
盛
が
、
令
和
３

年
２
月
郎
日
（日
）

午
後
２
時
か
ら
大

阪
府
大
東
市

・
野

崎
ま
い
り
公
園
多
目
的
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
¨

毎
年
こ
の
時
期
に

「近
畿

と
く
し
ま
歴
史
講
座
」
を

開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
本
年
は

無
視
客
で

ｗ
ｅ
ｂ
配
信
と

し
て
取
り
組
淑
ま
し
た
．

摂
河
泉
地
域
文
化
研
究
所

の
出
中
木
夏
さ
ん
の
司
会

で
、
徳
島
県
人
会
近
畿
連

合
会
本
岡
清
会
長
の
主
催

者
挨
拶
に
続
き
、
徳
島
県
・

飯
泉
嘉
門
知
事
か
ら

ｗ
ｃ

ｂ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
続

い
て

地
元
大
東
市

・
東
坂
浩

一

市
長
か
ら

ｗ
ｅ
ｂ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
〓

今
回
は
初
め
て
の
取
り

組
み
と
し
て
、
徳
島
県
内

の
市
や
町
の
ビ
デ
オ
紹
介

の
配
信
と
特
産
品
の
提
供

が
あ
り
、
抽
選
で
視
聴
者

に
届
け
ま
し
た
。

「
三
好
長
Ｌ
と
松
永
久

秀
」
と
題
し
て
福
島
克
彦

氏

（城
郭
談
話
会
）
の
講

演
の
あ
と
、
「
三
好
長
慶
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主

人
公
に
」
と
題
し
て
摂
河

泉
地
域
文
化
研
究
所

の
小

三
爵
長
蔭
公
顕
彰
石
像
売
戯

戦
国
時
代

三
好
長
慶
公

の
居
城
で
あ

っ
た
芥
川
山

城
跡
の
あ
る
三
好
山
を
背

景
に
望
む
高
槻
市
摂
津
峡

公
園
さ
く
ら
広
場
の
一
郭

に
待
望
の
三
好
長
彗
公
顕

彰
石
像
が
５
月
２３
日
に
完

成
致
し
ま
し
た
，

石
像
建
立
に
際
し
て
は
、

当
三
好
芥
―――
城
の
会
の
み

な
ら
ず
徳
島
県
人
会
近
畿

連
合
会
を
は
じ
め
長
慶
公

関
連
の
全
国
三
好
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
団
体

の
多
数

の

方
々
の
ご
協
賛
を
得
て
完

成
致
し
ま
し
た
．
誠
に
あ

り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
．

大
理
石
の
台
“
に
は
高

慨
市

濱
田

剛
史
市
長
及

び
大
徳
寺
緊
光
院

小
野

澤

虎
洞
住
職
の
揮
古宅
を
刻

み
、
背
面
に
は
ご
協
賛
頂

い
た
方
々
の
ご
芳
名
板
を

設
置
致
し
ま
し
た
‐せ
非
、

現
地
に
お
出
か
け
下
さ
い
〓

ご
参
考
に
三
好
長
慶
公

石
像
の
完
成
写
真
を
貼
付

し
ま
す
．

２
０
２
１
年
６
月
２５
日

三
好
芥
川
城
の
会
板
東
　
央
市

林
義
孝
氏
の
司
会
で
福
島

一兄
彦
氏
、膏
原
善
隆
氏
（堺

市

・
顕
本
寺
住
職

）
の
庄

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

な
お
当
日
出
席
予
定
の

出
水
康
生
氏

（二
好
長
班

会
代
表

）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
徳
島
県
大
会
近
畿
連
合

ム
一↑

歴
史
委
員
長
鈴
木
忠

彰
氏
が
代
読
し
ま
し
た
。

他
に
、
三
好
長
慶
顕
彰

碑
建
立
委
員
会
（高
槻
市
）

の
石
像
建
立
寄
付
金
募
集

の
ご
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
は
共
催
の
徳

島
県
関
西
本
部

・
藤
本
真

路
本
部
長
が
さ
れ
、
最
後

は
恒
例
の
国
の
声
を
鈴
木

忠
彰
氏
の
発
生
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

な
お
こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信

は
３
月
２７
日
ま
で
の
ｌ
ヶ

月
行
わ
れ
ま
し
た
。
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長慶 PR今 年はかかしで :三好長慶の遺命 篠原長房 士魂録
‐    三日本 人著 郁朋社  ‐
:      10月 発刊

: 三好長慶の同郷作家に
よゞる、三好長慶シリーズ

1作品として執筆された前

1作 (新 三好長慶伝)の
1完結編―本作は阿波三好
・家当主三好実体の家臣と

して活躍した、篠原長房

味 雲)と いう稀有な人

物の足跡を史実に即して

たどる長編作.

令
珊
２
年
度
に
お
け
る

交
流
会
活
動

ふ
る
さ
と
会

・
同
”父
ム
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
す
べ

て
の
会
は
中
止
ま
た
は
、延
期
と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
・大
東
市

ぶ
．地
元
児
童
や
高
校
生
ら
が
手
作
つ
し
た
。

三
好
氏
と
ゆ
か
り
の
あ
る
二
好
市
の
芝
生

城
や
薫

滸
あ
勝
お
城
館
な
ど
を
， 零

す
る

バ
ネ
ル
も
政
示
し
て
い
る
．

大
束
市
で
は
鋸
年
、
麟
彰
団
体
に
よ
る
森

を
行
切
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
，

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
，
■
と
な
り
、
感
染
リ

ス
ク
の
少
な
い
催
０
と
し
て
か
か
し
を
腱
示

し
た
。
●
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

「大
一東
・
Ｉ

鮮
衆
継篠
」
の
颯
和来
一義
攘
（％
Ｘ

琴

で
き
る
こ
と
を
し
て
資
を
元
気
に
し
た
い
」

と
話
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
資
丼
和
也
）

徳
島
ゆ
か
り
の
戦
聰
武
ヽ
・〓
”
長
慶
の

居
城
が
あ
っ
た
大
燎
府
大
森̈
で
お
は
、
長

慶
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

「
〓
¨

好
べ
鷹
公
＆
餃
盛
フ
ェ
ス
タ
〓
が
熔
ま
っ

た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
か
か
し
の
賦
一，
一「
が
来

場
諸
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
あ
曰
ま
で
。

居
城
略
が
残
る
蚊
盤
”
簗
の
北
条
公
歯

に
、馬
に
ま
た
が
る
長
慶
や
、か
ぶ
と
を
か
ぶ

せ
た
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
″
な
が
並

晨
塵
命
織
裁
飯
盛
滅
跡
も
指
定

文
化
筆鐵
鸞
一な
機
難
、
鑢
鐵
一聞
盤
饉
”の
機饉
嵯
艤
一か
ら
な

時
（５
に畿
再
一縄
等̈
鐵
し
た
一資

本磯
に
プ鱗
一が
多
蒲
さ
れ

徳
轟
ゆ
か
り
の
武
将
・
〓
澪
一て
い
る
。
“懸
躍
一代
の
政
治
・

轟
一欝
饉
最
と
し
た
「飯
蒸
壌
一饉
議最を
知
”像
工で
〓轟
饉な
機
構

語

を
購
一鷲
跡
に
警
苺
す
る
ム
と
な
っ
て
い
る
。

う
籍轟
ι
た
。　
　
　
　
　
一　
文
化
警
は
こ
の
ほ
か
ヽ
苺
麟

基
隊府
の
本
番
蓼と
饉
・曇
曖
一で
｛】藤
〓９
件
、
名
勝
、
天
然
露

市
に
ま
た
が
禽
機城
一跡
で
、
城
一念
物
各
１
警
饉
警
す
る
こ
と

域
懲̈
べ繭
一綸
４
０
０
層
、
驚
北
一な
ど
も
求
め
た
。

約
７
０
０
暦
。
北
側
の
饒
機
一壺
一　
　
　
　
（羅劇
澄
行
）

甲
子
園
代
表
校
な
ど
に

激
励
金
贈
呈城東
高
校
と
阿
南
光
高
校

ラ
グ
ビ
ー
と
野
球
で
代

表
校
に
な

っ
た
高
校
に
応
援

激
励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

Ｅ
ラ
グ
ビ
ー

第
１
０
０
回
全
国
高
等

学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会

の
徳
島
県
代
表

に
な

っ
た
、
徳
島
県
立
城

東
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
に
、

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会

の
本
国
会
長
か
ら
激
励
金

を
贈
呈
し
ま
し
た
，

令
和
２
年
２
月
２５
日
午

前
１１
時
３０
分
、
４
年
連
続

１４
回
目
出
場
の
城
束
高
校

が
宿
泊
す
る
奈
良
市
内

の

宿
舎
を
訪
れ
た
本
岡
清
連

Ｅ
第
樋
口
関
西
す
だ
ち
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ヘ
が
令
和
２

年
９
月
聾
日

一本
一
茨
木

ＦＩ…ｌｊ
原
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
互

名
が
ブ
レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
，
台
風
１２
号
の
影
響

が
前
日
ま
で
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
当
日
は
曇
り
の

ち
晴
れ
の
天
候
で
秋
の
さ

わ
や
か
な
高
原
の
民
を
う

け
て
、
楽
し
く
懇
親
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
‥

ブ
レ
ー
は
ダ
ブ
ル
ベ
リ
ア

方
式
で
日
ご
ろ
の
腕
を
批

い
ま
し
た
「

優
勝

・
肥
後
清
さ
ん

（近
畿
井
川
ふ
る
さ
と
会
一

Ｇ
“
・
Ｈ
Ⅲ
・
Ｎ
脚
）

２
位
・
南
山
友
秀
さ
ん

一近
歳
井
川
ふ
る
さ
と
会
¨

Ｇ
８２
・
Ｈ
９６
・
Ｎ
躙
）

３
位
・
下
祥
造
さ
ん

（徳
島
県
人
ム●
近
畿
連
合
会
¨

Ｇ
ｒ
・
Ｈ
劇
・
Ｎ
翻
）

感
染
症
対
策
の
為
、
懇

親
会
は
な
く
ブ
レ
ー
終
了

後
各
自
解
散
と
し
、
和
や

か
に
第
１６
回
を
終
え
ま
し

た
，
人
賞
者
に
は
郷
ｉ
名

産
品
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま

し
た
，

□
第
１７
回
関
西
す
だ
ち
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
令
和
３

年
５
月
Ю
日

（本
）
京
都

府

・
束
城
陽
ヵ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
Ｈ
名
が
参
加
し

ブ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
事
態
宣

言
下
で
は
あ
り
ま
す
が
同

志
が
誘
い
合
い
例
年
よ
り

一
足
早
い
梅
雨
の
一
時
を

楽
し
く
懇
親
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
．
プ
レ

ー
後
解
散
し
、
人
賞
者
に

は
後
ほ
ど
郷
上
の
名
産
品

が
送
ら
れ
ま
し
た
．

入
賞
者

（ス
コ
ア
は
ダ
ブ

ル
ペ
リ
ア
方
式
）

優
勝

¨
平
田
彰
三
郎
さ
ん

（美
馬
市
ふ
る
さ
と
会
一

Ｇ
９６
・
Ｈ
榔
・
Ｎ
硯
）

２
位

一
土
丼
池
悦
治
さ
ん

（美
馬
市
ふ
る
さ
と
会

一

Ｇ
９２
・
Ｈ
脚
・
Ｎ
脚
）

３
位
一
藤
原
安
雄
さ
ん

合
会
会
長
が
整
列
し
た
代

表
選
手
を
前
に
応
援

・
激

励
し
、
支
援
金
を
推
田
主

将
に
手
渡
し
ま
し
た
。
最

後
に
篠
田
主
将
よ
り
大
会

へ
の
抱
負
と
決
意
表
明
が

あ
り
ま
し
た
‥
１
回
戦
は

１２
月
２７
日
１２
時
１０
分
か
ら

受
媛
県
代
表
の
新
田
高
校

と
対
戦
し
３１
対
“
で
競
り

勝
ち
、
２
回
戦
に
駒
を
進

め
、
帥
日
尾
道
高
校

（広

島
）
に
５
対
６４
で
敗
れ
ま

し
た
，

□
野
球
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
第
１
０
３
回
全
国
高
校

野
球
選
手
権
大
会
↑

徳
島

（徳
島
県
人
ム●
近
畿
連
合
△不

Ｇ
８５

・
Ｈ
ｌ０８

・
Ｎ
７４２
）

当
日
天
気
予
報
は
昼
か

ら
雨
と
な
っ
て
お
り
、
ス

ル
ー
で
回
り
雨
に
合
う
こ

と
な
く
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
次
回
再
会
を

誓
い
各
自
解
散
と
な
り
ま

し
た
。

「じんかん」
今村翔吾著 講談社 :
発売中

戦国―の枷
`悪
人と吾わ

`

れた松永久秀を、古悩し己 .

をi員 こうとした新しい人

物像として描いています1‐

第163回直木賞の候補作品

に選ばれました,「次は、 |
人洵 ドラマにふさわしい

三好長度の小説を望む」と
・

のメッセージを著者宛 |こ |

送 |]ま しょう.    .
第17回 関西すだち会 コルフコノペ

県
代
表
校

・
徳
島
県
立
阿

南
光
高
校

（阿
南
工
業
高

等
学
校

・
新
奸
高
等
学

校

一
平
成
３０
年
４
月
１
日

統
合
）
に
徳
島
県
人
会
近

畿
連
合
会
よ
り
支
援
金
を

贈
呈
し
ま
し
た
，
コ
ロ
十

禍
で
ホ
テ
ル
で
の
激
励
は

自
粛
と
な
り
、
郵
送
に
て

支
援
全
を
お
送
り
し
ま
し

た
．
前
身
の
新
野
高
性
と

し
て
出
場
以
来
、
ハ
年
ぶ

―，
２
回
目
出
場
の
阿
南
光

高
校
は
１６
日
第
３
試
合
で

沖
縄
県
代
表
高
校

・
沖
縄

尚
学
高
校

（２
大
会
連
続

９
回
日
出
場
）
と
対
戦
し

０
村
８
で
敗
れ
ま
し
た

．

●

●
●
―

―

え

ft
,x
L,
bi
l:
4t
,* の

第1600170関西ずだち会ゴrじフコンペ
ゴルフがつなぐ古里の絆  》



1ヽJo 95(4)近 畿 と く し ま令和 3年 9月 12日

徳島県人会近畿連合会資料 (令和2年度事業実績及び収支決算並びに令和3年度事業計画及び収支予算)

事  業 名 時   期 場  所 摘   要

定期総会 と県人の集い 令和3年 9 16日 ホテルニューオー タニ大 阪 中 止

新年二礼会 ↑和 4年 lF‖ 5[| 大阪新 阪急 ホテル

阿波お どり見学バス
ツアー

令和 3年 8月
15、  16日

徳 島市 ・三好市 11,lt

第 17回 関西ず だち会
令fl1 8」115月 20日 東城 陽 ゴル フ倶楽部 優勝 ・平 田彰二郎

第 lS回 関西¬
~だ
ち会
令i13年 9月 16 FI 茨本高原 カ ンッ リー倶 楽部

近畿 とくしま歴史ii座
令和 3年 1月

大 1坂歴 史 |■物館
令和 3年 2月

役員会 1,和 3年 5']14日 書 面会 議

しらさぎ会

機関紙「近畿 とくし
ま」の発行

令和 3年 9月 12日 第95号

高校野球 甲子 園出場
校  激励 金の贈呈 令和 3年 8月 2日 垂|`う■

夏  阿南光高校
春

全 国 ラグ ビー大会出
場校  激励 金の贈呈
117回 全国徳 島県人
連ヽ 合会総 会

¬̈13年 8月 10H 徳島県 ビル会議室 web会議

よをの純，●

画

図

計

崚

業

勧

事

沖
渡
申

を
“，
ム
バ

和

甲

〈「
　
一
おなめ架を畦親の互口貝ムム

深めていくため次の事業を行う:

の互自貝会

た
．

、

し

施

〓

実
ず
」

を
」
産

業

」
・′

事

こ

の

，ｏ

ニ
コ
次

め

４
口
，

一ヨ

日
Ｒ
Ｉ
　
コ
●

業

〓

ず

事
囲
↑

度

女
¨

年

ご
が

２

　

ヽ
な

「

力

つ

調

Ｉ
”

ケ

ｚＴ
コ
タ
の

島

方

徳

様

土

皆

郷

員

に

会

も

め

と

は

る

を

図

員

を

役

睦
・
親

令和 3年度収支予算書令和 2年度収支決算書
ロロイ.収入 位 :円 )イ  収入の部音|;

事 名 |‐
1キ    サ明 ,:易 i   :ブi 参加 人員 摘   要

定期総会とリ:人の集い ホテルニューオータニ大阪 中 止

令和 3年 1月 16日 大阪新阪急 ホテル 32人

帯 11回 阿渋お ど り見 令和 2年 8月
15  161ヨ

徳 島市  鳴 門市
'1, 

rl:

第 16回
ゴルフ
欄西すだち会

●和 2年 5月 2S日 東城陽ゴルフ倶楽部 rF.Li:.

第 16回 関西ず だ ち会
令和 2年 9月 24日

茨木高原カンツリー

千□楽部
27ノヽ 優勝  肥後清

近畿 とくしま歴史講座
令和 3年 2月 281:| ユl]1崎 まい |,公 口| web配信

苦面会議

しらさ 中 止

機関紙「近畿 とくし
ま」の発行

令和 2年 9月 6日 第 94号

激励 金の贈呈
夏甲千 卜1出場

夏
・
中 止

激励 金の贈呈 i全国
高校 ラグ ビー大会

令和 2年 12月 25日 ホテル日航奈良 城東高校

第 16日全 国徳島県 人
会連合会総会

令和 2年 10月 11日
東京 ・
ンドノ
ホテルグラ 木 国会長全国徳 |

人会 ,上 合会会長
島 県

本年度予算額
1  邊 r: 900000
定 期 総 会

年 二i ネL 会 500 000

業 助 200 000

200 000

内
　
訳

it 100 0()0

80 0003    7

蚤    , 費 2.580,000
5  H P 130 ()00
夕  備   費 121,828

7 金 1900000

合   計 5,811,828

日 決  算  額
1_  : 手  業   費 458,231

i期 総 会

F年 互 礼 会 372.500

0

85 731

内
　
訳

歳  関   |′氏 85,800

3 20,000

4経 常 費 1 993 239

66()(,0

6  予   中‖i
7 越   金 2 222.808

合      言十 4 846 078

決  算  額
1 677 000

360000
定 会 0

互 340 0()0

内
　
訳 20 ()00

125,000
′ヽ

5  預  金  利  息 22

28.00()

7 会 会 328,000

30 000

9   業鮭    1又     フ、 30 290
2 267.766
4 846 078

日

2 244 ()()()

2 手  業   費 650.000

:年
互 礼 会 500000

内
　
訳 150 0()()

3 関   紙 125 000

4 HPバ ナ ー 広 告 10 000

5

`≧

  千」 .□ . 20

6 入   会   金 60,0〔 )0

7   ラ 350 000

8 寄   付   金 100,000

9 収   入 50,()0()

10   率こ  越   金 2 222.808

言|‐ 5.811.828

ア
イ
マ
ン
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
■

網

本

浩

幸

一大
阪
天
水
沖
〓

連
員
一

〒
ｍ幅
は駆噺
融
・型
ユ
珊
辞
到
」「
珈
］
」

Ｆ
Ａ
ヽ

１ヽ
六
一
六
三
二
七
―
〓

ｉ

た

ヽ

三

Ｃ

■
一
‘
´
‘
ヽ
〓
こ

〓
イ
〓
‘
」
】）

一枝
■
＝
板
町
町
出
，
一

阿
波
踊
り

（年
十
出
演
可
能
）

関
西
阿
波
お
ど
り
協
会
所
属

大
阪
人
水
逹

連
長

廣

田

秀

夫

徳
島
交
流
大
使

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会

常
任
理
事

携
帯
　
〓
九
■
＾
八
九
二

一
）六
六

一
一

ヽ

―

ノ

／Ｃ

株
式
会
社
士心
こ
こ
ろ
ざ

し

代
表
取
締
役
　
＋仰
　
　
‐―‐川
　
藤反
一　
士
心

志
　
　
ひ
ろ
し

〒
５６
０１‐
　
人
阪
市
浪
速
区
焼
波
中
ニ
ー
二
十
二
―

一

５
０
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

一●
六
一
六
六
四
四
十
三

四

四

四

Ｆ
Ａ
Ｎ

一●
六
）
六
六
四
七
―
三

四

四

四

空
調
用
資
材
製
造
販
売

株
式
会
社

大
設

代
表
取
締
役
　
，一
（　
　
薔幽
　
　
生ム
　
　
出円

∧
本

社

・工

場

Ｖ

十

五

七

八

―
〇

九

〓

一　

東

大

阪

市

角

田

一
丁

目

九

番

三
二
号

Ｔ
ｅ
ｌ
バ
〇

七

三
）
九

六

五

―
〇

三

九

八

　

Ｆ
ａ
、

（
〇

七

二
）
九

六

三

―
九

七

一
二

∧
徳

島

工

場

Ｖ

〒
七

七

九

―
四

七

〇

一
一　

徳

島

県

〓

好

郡

東

み
よ

し

町

西

庄

字

岩

神

一
一
―

一

Ｔ
ｅ
ｌ
バ
〇

八

人

三

）
八

七

―
七

五

五

一
　

Ｆ
ａ
ヽ

（
〇

八

人

三

）
八
七

―
七

五

五

二

株
式
会
社
　
栄
　
光

代
表
取
締
役

近

藤
　
誠

一
郎

〒
爵
０００３

大
阪
市
福
島
区
福
島
人
丁
目
十
六
番
十
サ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

ＣＩ
六
―
六
四
四
二
―

七
三
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
六
―

六
四
四
二
―
七
三
０
三

株
式
会
社

ダ
′
イ
・
フ

ン゙

代
表
取
締
役
　
一離̈
　
　
ｒ
い　
　
一女
　
　
冊
牡

〒
“
醐
　

豊

中

市

服

部

本

町

四

丁

ＥＩ

一
番

十

号

５
０
　

Ｔ
Ｅ

Ｌ

（
〇
六
）
四
人
六
六
―

二
人
○
Ｏ
①

Ｆ
Ａ

Ｘ

（〇
六
）
四
人
六
六
―

一　

一　

一

人

第
５
口
回
渡
人
影
浄
鋼
璃

奈
良
京
六
春
公
演

日
時
／
令
和
３
年
１２
月
４
日

（土
）
１４
時
開
演

主
催
／
奈
良
徳
島
県
人
会
　
共
催
／
徳
島
県

後
援
／
文
化
庁

株
式
会
社

ハ
ン
ワ

代
表
取
締
役

　

一九

本

道

夫

〒
証
，喘

大
阪
府
茨
本
市
南
日
垣
二
―
五
―
二
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
（〇
七
二
）
六
三
人
―

八

〇
人

三

携
　
帯
（〇
九
〇
）
三
〇
〓
〓
―
七
四
八
四

”
，日
“
〓
一
日̈
，８
９
０
〓
Ｏ
Ｆ
い日
■
０
０
Ｌ
ｏ
一３
一，
００
」０

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会
理
事

株
式
会
社
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